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９ 化学物質環境実態調査結果

【令和元年度調査結果】
（１）初期環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
１ アジスロマイシン nd １．７
２ アモキシシリン ０．２２ ０．０１３
３ シアナミド nd ２８０
４ ３‐［［（ジメチルアミノ）カルボニル］オキシ］‐１‐メチルピリジニウム（別名：ピリドスチグミン） ０．２９ ０．０４３
５ （４‐｛［４‐（ジメチルアミノ）フェニル］）フェニル）メチリデン｝シクロヘキサ‐２，５‐ジエン‐１‐イリデン）（ジメチル）アンモニウム＝クロリド）（別名：マラカイトグリーン塩酸塩） nd ０．０２８
６ N ，N‐ジメチルビグアニド塩酸塩（N ，N‐ジメチルビグアニドとして）（別名：塩酸メトホルミン（メトホルミンとして）） １３００ ０．１７
７ タリウム及びその化合物（タリウムとして） ３．５ ０．１４
８ ２‐（１，３‐チアゾール‐４‐イル）‐１Ｈ‐ベンゾイミダゾール（別名：チアベンダゾール） １．８ ０．６９
９ N‐ニトロソジエチルアミン ０．０４８ ０．０２６
１０ N‐ニトロソジメチルアミン ０．２５ ０．０２４
１１ バルプロ酸 １１ ３．１
１２ ３‐ベンジリデンカンファー nd ２３
１３ ベンジル‐p‐ヒドロキシベンゾエート（別名：ベンジルパラベン） nd ０．２９
１４‐１ モノフルオロ酢酸 nd ０．７６
１４‐２ ジフルオロ酢酸 nd ０．３２
１４‐３ トリフルオロ酢酸 ８３ ８．２
１５ レボフロキサシン ７５ ０．４４

② 大 気 （単位：ng／m３）

物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
１ １，３‐ジオキソラン nd nd nd ８６
２ タリウム及びその化合物（タリウムとして） ０．０３５ ０．０３ ０．０５１ ０．０００２０
３ N‐ニトロソジエチルアミン ０．１３ ０．１ ０．１３ ０．０５８
４ N‐ニトロソジメチルアミン ０．１３ ０．１２ ０．３５ ０．００７５
５ ピリジン ７．０ ２．４ ３．２ ２．４

（２）詳細環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
１ イソシアヌル酸 ７，８００ ５００
２‐１ クラリスロマイシン ３７ １．４
２‐２ １４‐（R）‐ヒドロキシクラリスロマイシン ３６ ０．６２
３ ２，６‐ジ‐tert‐ブチル‐４‐メチルフェノール（別名：ＢＨＴ） ４３ ３５
４ N‐［３‐（ジメチルアミノ）プロピル］ステアルアミド １７０ １．６
５‐１ N，N＇‐エチレンビス（ジチオカルバミン酸） nd ０．７６
５‐２ N，N＇‐ジメチルジチオカルバミン酸 nd ６．６

② 底 質 （単位：ng/g-dry）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
１ N‐［３‐（ジメチルアミノ）プロピル］ステアルアミド １１ ９．６ nd ６．１

③ 生 物 （単位：ng/g-wet）

物 質 名 能登半島沿岸ムラサキイガイ 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
１‐１ オクタメチルシクロテトラシロキサン nd nd ０．９７ ０．７９
１‐２ デカメチルシクロペンタシロキサン ３．０ ３．３ ５．０ １．３
１‐３ ドデカメチルシクロヘキサシロキサン nd nd ０．７９ ０．７８
２ ２，６‐ジ‐tert‐ブチル‐４‐メチルフェノール（別名：BHT） nd nd nd ０．４９
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（３）モニタリング調査
① 水 質 （単位：pg/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
１ PCB類（総量） １，２００ ※１２
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） １３ ８
３ HCH類（総量） ６１０ ※１２
４ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） ３３０ ※４８
５ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） １，７００ ８０
６ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） １０，０００ ９０
７ ペンタクロロベンゼン １２ ６
８ ポリ塩化ナフタレン（総量） ７１ ※２４
９ ペンタクロロフェノール並びにその塩及びエステル類 １１０ ※９０
１０ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※４，３００
１１ ジコホル nd １３
１２ ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） １，８００ ６０

② 底 質 （単位：pg/g-dry）
物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値

１ PCB類（総量） １１，０００ ※３．３
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） １１０ ０．４
３ HCH類（総量） １５０ ※１．５
４ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） １５０，０００ ※１３
５ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ２４ ４
６ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） ２１ ２
７ ペンタクロロベンゼン ５５ ０．４
８ ポリ塩化ナフタレン（総量） ８３０ ※２．７
９ ペンタクロロフェノール並びにその塩及びエステル類 ３１０ ※３
１０ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※４，０００
１１ ジコホル tr（３） ２
１２ ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） nd ５

③ 生 物 （単位：pg/g-wet）
物 質 名 能登半島沿岸

ムラサキイガイ 検出下限値
１ PCB類（総量） ３５０ ※１１
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） １６ １
３ HCH類（総量） ５３ ※６
４ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） nd ※１２０
５ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） tr（４） ２
６ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） tr（４） ２
７ ペンタクロロベンゼン １４ １
８ １，２，５，６，９，１０‐ヘキサブロモシクロドデカン類 １７０ ※２７
９ ポリ塩化ナフタレン（総量） nd ※１５
１０ ペンタクロロフェノール並びにその塩及びエステル類 １５ ※５
１１ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※１，２００
１２ ジコホル nd １０

④ 大 気 （単位：pg／m３）
物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値

１ PCB類（総量） ３３ ※０．８
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） ７０ ０．０６
３ HCH類（総量） １４ ※０．１４
４ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） tr（０．８） ※０．５
５ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ５．６ ０．３
６ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） １４ ０．３
７ ペンタクロロベンゼン ４８ ０．０４
８ １，２，５，６，９，１０‐ヘキサブロモシクロドデカン類 tr（０．５） ※０．４
９ ポリ塩化ナフタレン（総量） ６０ ※０．２
１０ ヘキサクロロブタ‐１，３‐ジエン ２，４００ ２０
１１ ペンタクロロフェノール並びにその塩及びエステル類 １２ ※０．３
１２ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※４００
１３ ジコホル nd ０．２
［記号の説明］
nd：不検出
tr：検出下限以上定量下限未満
※：同族体ごとの検出下限値の合計値


